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１．研究計画の概要 
	
 近年，国際化が叫ばれているが依然として
言語の大きな壁が存在する．絵文字は，国や
人種により幾分の解釈の差違はあるが，世界
共通で認識されるものも多い．そこで，国民
（人種）による絵文字の解釈の相違を体系的
に明らかにして，典型事例（プロトタイプ）
として理解される絵文字を作成し，この絵文
字を用い，各種言語で提示した文章に対して
絵文字を選出/配列してもらって文章を作成
する．この文章から絵文字文章作成指標を作
成し，これを基にした例文表示機能を装備し，
言葉の異なる観光客でも操作が簡単なシス
テムを用いると，絵文字のみの文章でも日常
のコミュニケーションがとれるのではない
かと考えた．絵文字で言葉の壁を打ち破るの
である．これを実現するため，一般の人でも
操作が容易な直接的な操作インタフェース
をもつ携帯端末やテーブルトップインタフ
ェースを入力インタフェースとして用い，絵
文字を直感的に選択でき，さらに選んだ絵文
字の例文表示機能を装備した絵文字チャッ
トコミュニケータを開発する．そして，単に
従来の絵文字のリストから絵文字を選んで
絵文字の文章を作成するより，典型的な絵文
字を使い，例文表示機能を使用すれば，短時
間に絵文字の文章が作成でき，相手にも伝わ
りやすいという仮説を設け，これを実証する， 
 
２．研究の進捗状況 
	
 平成 20 年度は人種による絵文字の解釈の
差違を国外，国内で行うアンケート実験によ
り抽出し，これより絵文字の典型事例（プロ
トタイプ）を抽出するため，アンケート調査
を和歌山で日本人 12 人，北京で中国人 10 人
を対象におこなった．この結果を踏まえて，

新しい絵文字（主語，5W1H，形容詞，時間関
係，動詞）の作成，既存の絵文字の改良とカ
ラー化，不要な絵文字の削除をおこなった．  
	
 次に，直接的な操作インタフェースをもつ
テーブルトップインタフェース等でシステ
ムを開発した．本システムでは相手の操作を
見て，相手の文章作成の支援などを直接でき
ることがわかった． 
	
 平成 21 年度はハワイ大学と北京の故宮文
化資産デジタル化応用研究所等で実験を行
い，データを取得した．１分あたりに入力し
た絵文字文章の行数，１行あたりの絵文字数，
理解度に，外国人と日本人との相違は見いだ
せなかった．しかし，日本人が通常使わない
チェックマークは絵文字でも使われず，欧米
人は使用している．各言語の特徴をそのまま
絵文字に引き継いでいることが示唆された． 
	
 旅行支援システムを試作し，北京で実験を
行い，タクシー等でコミュニケーションを取
ることができた． 
	
 平成 22 年度は海外では英国と台湾で実験
を行った．台湾では街中で実際に観光案内に
特化したシステムを用いて対面で実験を行
い，ほぼ意図が相手に伝わった．例えば，お
土産品の値段の交渉が可能であった．英国で
実験した際に表情を表す絵文字が日本とは
異なる解釈がなされたため，音を付けて，一
つの意味に特定するよう改良した．さらに，
日本国内の遠隔地で，Web対応の絵文字チャ
ットシステムに例文表示機能，画像検索機能．
アウェアネス支援機能，アニメーション機能，
音等を付加したシステムを用いて日本人と
中国人との実験を行い，90％の会話の内容を
理解する事が可能となった． 
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３．現在までの達成度 
	
 ➀当初の計画以上に進展している． 
（理由） 
	
 絵文字に関する人種による差異はそれほ
ど大きくないが存在する事を明らかにし，そ
の対応を絵文字の修正のみならず異なるメ
ディアである音声の追加等でも行った．例文
表示機能も開発済みである．さらに，各言語
の特徴をそのまま絵文字に引き継いでいる
ことも明らかにした．この結果を踏まえて，
既に外国において，絵文字のみの提示による
観光や買い物等のコミュニケーションに成
功している． 
 
４．今後の研究の推進方策	
 
	
 平成 23 年は，これまでの実験の結果，不
足が明らかになった機能の追加やインタフ
ェースの改良を行った後に実験を行い，研究
成果を CSCW などの有力な国際会議で世界に
向けて発信することを計画する．また，日本
と外国との絵文字アイコンおよびその文章
に関する差違を明らかにした絵文字和英・中
単語辞書や絵文字和英・中文法辞書などを，
実験結果を踏まえて改定し，発表する予定で
ある．	
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